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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月17日(2011.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の同期エンドポイントを含む同期コミュニティにおいて、競合知識を伝播させるた
めの方法であって、
　第１の同期エンドポイントで、第２の同期エンドポイントの知識情報を受け取るステッ
プであって、前記知識情報は、前記第２の同期エンドポイントが認識している前記同期コ
ミュニティ内のデータに対する変更を表す、ステップと、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記知識情報を、前記第１の同期エンドポイント
の知識情報と比較するステップであって、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報
は、前記第１の同期エンドポイントが認識している前記同期コミュニティ内のデータに対
する変更を表す、ステップと、
　前記第１の同期エンドポイントで、前記第２の同期エンドポイントからの前記知識情報
と、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報との比較に基づいて変更情報を列挙す
るステップであって、前記変更情報は、第３の同期エンドポイントと、前記複数の同期エ
ンドポイントのうちの別の同期エンドポイントとの間で未解決の同期データの競合を示す
データを含む、ステップと、
　前記第１の同期エンドポイントから前記第２の同期エンドポイントに前記変更情報を送
るステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１の同期エンドポイントから、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を
送るステップと、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を送ることに応答して、前記第１の同期
エンドポイントで、列挙した変更情報を前記第２の同期エンドポイントから受け取るステ
ップであって、前記列挙した変更情報は、第２の未解決の同期データの競合を示すデータ
を含むステップと、
　前記第１の同期エンドポイントが、前記第２の未解決の同期データの競合が競合する変
更の知識を含む関連するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅを有する、前記第２の
未解決の同期データの競合に関連するデータ項目に対して行われた変更の知識を含むとき
、前記第１の同期エンドポイントにより前記第２の未解決の同期データの競合を解決する
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ステップと
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の同期エンドポイントからの前記知識情報は、知識ベクトルを含むことを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の同期エンドポイントから、前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を
送るステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記未解決の同期データの競合は、前記第１の同期エンドポイントと第３の同期エンド
ポイントとの同期中に生じたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記未解決の同期データの競合は、第３の同期エンドポイントと第４の同期エンドポイ
ントとの間の同期中に生じたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　少なくとも１つのプロセッサーに対する命令が記録されたコンピューター読み取り可能
な記録媒体であって、
　第１の同期要求を第１の同期エンドポイントから第２の同期エンドポイントに送る命令
であって、前記第１の同期要求は、前記第１の同期エンドポイントが認識している、複数
の同期エンドポイントを含む同期コミュニティ内での、データに対する変更を表す知識情
報を含む、命令と、
　前記第１の同期要求を送ることに応答して、第２の同期エンドポイントが認識しており
前記第１の同期エンドポイントが認識していない同期コミュニティ内のデータに対する変
更を表す知識情報を含む前記第２の同期エンドポイントから変更情報を前記第１の同期エ
ンドポイントで受け取る命令と、
　受け取った前記変更情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第１の同期エンドポイン
トと前記第２の同期エンドポイントとの間のデータ同期競合の存在を判定する命令と、
　同期コミュニティ内の第３の同期エンドポイントに伝播させるために、前記判定したデ
ータ同期競合の知識を格納する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントで、前記複数の同期エンドポイントのうちの同期エンド
ポイントから第２の同期要求を受け取る命令と、
　前記第２の同期要求を受け取ることに応答して、前記第１の同期エンドポイントと前記
第２の同期エンドポイントとの間の前記データ同期競合を示すデータを含む変更情報を、
前記第１の同期エンドポイントから前記複数の同期エンドポイントのうちの前記同期エン
ドポイントに送る命令とを含み、
　前記コンピューター読み取り可能な記録媒体は、処理装置のためのメモリーであるか、
又は処理装置が使用する記憶装置に含まれるコンピューター読み取り可能な記録媒体であ
る
ことを特徴とするコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項８】
　前記複数の同期エンドポイントのうちの前記同期エンドポイントは、前記第２の同期エ
ンドポイント以外の同期エンドポイントであることを特徴とする請求項７に記載のコンピ
ューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項９】
　前記第２の同期要求は、前記複数の同期エンドポイントのうちの前記同期エンドポイン
トが前記同期コミュニティ内で認識している同期データに対する変更を表す知識情報を含
むことを特徴とする請求項７に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１０】
　前記第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エンドポイントとの間の前記データ同
期競合を示すデータを含む前記変更情報は、少なくとも２つの変更ＩＤおよび対応する変



(3) JP 2010-514062 A5 2011.8.4

更データを含む競合する変更情報を含むことを特徴とする請求項７に記載のコンピュータ
ー読み取り可能な記録媒体。
【請求項１１】
　前記第１の同期要求内に含まれる前記知識情報は知識ベクトルを含むことを特徴とする
請求項７に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１２】
　前記変更情報は、少なくとも１つの変更ＩＤおよび対応する変更データを含み、
　前記第１の同期エンドポイントと第２の同期エンドポイントとの間のデータ同期競合の
存在を判定する前記命令は、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記変更情報がデータ項目に対する第１の変更を
含み、前記第１の同期エンドポイントが前記データ項目に対する第２の変更を認識してお
り、前記データ項目に対する変更に関連し、前記第２の同期エンドポイントからの前記変
更情報に含まれるｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅが、前記第２の同期エンドポ
イントが前記データ項目に対する前記第２の変更を認識していなかったことを示し、かつ
前記データ項目に対する前記第２の変更に関連する前記第１の同期エンドポイントのｍａ
ｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅが、前記第１の同期エンドポイントが前記データ項
目に対する変更を認識していなかったことを示すとき、前記第１の同期エンドポイントと
前記第２の同期エンドポイントとの間にデータ同期競合が存在すると判定する命令と
をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体
。
【請求項１３】
　前記変更情報は、少なくとも１つの変更ＩＤおよび対応する変更データを含み、
　前記少なくとも１つの変更ＩＤのそれぞれは、バージョンと、前記同期コミュニティ内
の特定の同期エンドポイントに関連付けられる同期エンドポイントＩＤとを含む
ことを特徴とする請求項７に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１４】
　前記第２の同期エンドポイントからの前記変更情報に対応する情報を含む例外リストを
格納する命令をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載のコンピューター読み取り可
能な記録媒体。
【請求項１５】
　前記第２の同期エンドポイントから受け取った前記変更情報に基づいて、前記第１の同
期エンドポイントの前記知識情報を更新する命令をさらに含むことを特徴とする請求項７
に記載のコンピューター読み取り可能な記録媒体。
【請求項１６】
　複数の同期エンドポイントを含む同期コミュニティ内の第１の同期エンドポイントを実
装する処理装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサーと、
　通信インターフェースと、
　前記少なくとも１つのプロセッサーに対する命令を含むメモリーであって、前記少なく
とも１つのプロセッサーと、前記通信インターフェースを介して接続されるメモリーと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサーに対する前記命令は、
　前記第１の同期エンドポイントが認識している前記同期コミュニティ内のデータに対す
る変更を表す前記第１の同期エンドポイントの知識情報を維持する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報を、第２の同期エンドポイントの受け取
った知識情報と比較する命令と、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報と、前記第２の同期エンドポイントの受
け取った知識情報との比較に基づいて、同期データ競合の存在を判定する命令と、
　第３の同期エンドポイントに伝播させるために、前記判定した同期データ競合の知識を
格納する命令と
を含むことを特徴とする処理装置。
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【請求項１７】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報は第１知識ベクトルを含み、前記第２の
同期エンドポイントの前記知識情報は第２知識ベクトルを含むことを特徴とする請求項１
６に記載の処理装置。
【請求項１８】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報および前記第２の同期エンドポイントの
前記知識情報は、それぞれの同期エンドポイントが認識している前記同期コミュニティの
データ変更情報と、前記同期データ変更情報の各項目に対応するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋ
ｎｏｗｌｅｄｇｅ情報とを含むことを特徴とする請求項１６に記載の処理装置。
【請求項１９】
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報および前記第２の同期エンドポイントの
前記知識情報は、それぞれの同期エンドポイントが認識している前記同期コミュニティの
データ変更情報と、前記同期データ変更情報の各項目に対応するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋ
ｎｏｗｌｅｄｇｅ情報とを含み、前記メモリーは、
　前記第２の同期エンドポイントからの前記同期データ変更情報がデータ項目に対する第
１の変更を含み、前記第１の同期エンドポイントが前記データ項目に対する第２の変更を
認識しており、前記データ項目に対する前記第１の変更に関連し、前記第２の同期エンド
ポイントからの前記同期データ変更情報に含まれる前記ｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌ
ｅｄｇｅが、前記第２の同期エンドポイントが前記データ項目に対する前記第２の変更を
認識していなかったことを示し、及び、前記第１の同期エンドポイントの及び前記データ
項目に対する前記第２の変更に関連するｍａｄｅ－ｗｉｔｈ－ｋｎｏｗｌｅｄｇｅが、前
記第１の同期エンドポイントが前記データ項目に対する変更を認識していなかったことを
示すとき、データ同期競合が前記第１の同期エンドポイントと前記第２の同期エンドポイ
ントとの間に存在すると判定する、命令をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載
の処理装置。
【請求項２０】
　前記メモリーは、
　前記第１の同期エンドポイントの前記知識情報と前記第３の同期エンドポイントの知識
情報との比較に基づいて変更情報を列挙する命令であって、前記変更情報は、同期データ
競合を示す情報を含む命令をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の処理装置。
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